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として生まれた 「美術」や 「芸術」 という用
語の中国での受容などの問題が扱われ,第V
部 「京都学派 と芸術」では,京都学派におけ






































日本中心の 「東亜思想」 とのかかわりが論 じ
られている。 まず,当 時の文芸界 における
「プロレタリア文芸」 と 「芸術派」 の対立を
批判 し,「新ヒューマニズム」の文学 を提起
する≡沐 の文芸批評活動を論じ,この 「新 ヒ3一
マニズム」 という思想は,ド イッの文芸理論
の批判に始 まって歴史批判に至った 「有機体










び西田を介 して学んだフィー ドラーの 「芸術
的表現」の理論の影響にっいて論 じ,最後に
三木および京都学派の哲学,美学に内在する
問題点として,
三木の理論 も,京都学派を特徴づける,
広義の 「超越論的立場」にとどまってお
り,こ のため,「ネオヒューマニズム」
の文芸の必要は要求できても,それがい
かなる姿をとるかは全 く無規定のままに
残される。
140
と結論づける。
3会員および本書全体が直接デザインを対
象にはしていないが,「西洋の知の受容の上
に築かれた文化」 という点では,デ ザインも
同 じ問題を抱えており,しかも領域的な近さ
か ら言えば,多大な影響を及ぼす内容を含ん
でおり,直接,間接に教えられる事の多い書
である。
